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(1)福山駅北□出発時刻

(2)黒富大塚墳丘墓 (古墳)到着

(3)黒富大塚墳丘墓 (古墳)出発   ‐

(4)衝田大塚古墳到着

(5)笥田大塚古墳出発

☆立坂墳丘墓については車中説明

(6)西鉄工団地遺跡公園到着  :
(7)西鉄

=団
地遺跡公園出発

:■   、オi

●Tll ■

8100

9:00

9:30

9:40(ト ィレ休憩)

10:20(ト イレ休憩)

10:30

11:00

☆高屋の金敷寺裏山墳丘基などについては車中説明

☆長砂古墳、伊与部山墳丘墓 Iと ついては車中説明 ‐ .

(8)富山遺跡・展望台古墳 。三笠dJ古墳到着  11:30(昼 食)

(9)自由遺跡・展望台古墳 。三笠LL古墳出発  1:3:00

(10)吉備路資料館到着            13:20

(ll)吉備路資料館出発            14:00

(i2)楯築遺跡到着              14:15

(13)楯築遺跡出発              15:00

(14)王墓山古墳公園到着  ~         15110

(15)王墓山古墳公園出発           15:30

(16)尾上車曲古墳到着            16100

(17)尾上車山古墳出発            16:30

(13)福山駅北□着              17:40
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う詳fl`場 聟ユ J名に1::タン(7):f、    ill丁 J「」重イI~lF,t畜「
``fゃ

■、大 6わ tli^:げi撻二 り ～占備の弥生墳丘墓を訪ねて～

1 11ま しめ |こ

今い|は 、同山県の
l・li部 、占代の地域でいえ_ば備中国南部を中心にめぐります.

この地域は、「
古備の回 |と 呼ばれるJf代 の有力家族の勢ブ」が、、古墳時代にあったとこ

ろで、造山 |ヽ 墳や作山占墳など全1可 的にみても大規模な前方後円墳が築かれたり、のちに

備中の「■分キが建てられるなど、1lf代 史において注目されているところでもありますぃ

けれども、今回見学するのは、占墳時代にさかのぼる弥41時代の追跡1で す()

弥11時代は、 |1本列島に稲作が伝わった時代で、これまでの狩猟・漁労・採集といった

白::へ を基礎にする縄文時代から、飛躍的にネ[会が変化した時代でもあります。

その特徴をいくつか Lげ るとすると、

(1′ 1水 ||]を経営する集落が ‐般白りこなった

o集落のIⅢlり には濠をめぐらせているものがあるて、

131生産ブリの増加!に 伴い、集落同 11の |卜 差や集落1勺 部での階層差が現れた(,

“

,集 落をまとめる |ク ニ」が.呪れた、.

15)メくきな墓にサ|ら れるようなリーターが現オlた
`′

なとがありまサ^

典型的には、余良県の唐 1lf造跡や佐賀県の占野ケ町1造跡などがありますぃわたしたちの

住む福山地域では、神辺田lの 大官i童跡や御領遺跡が代表的な集落遺跡です(,

また、弥41時イヽと聞くと、 1螢鬼志倭人伝 |に 登場する女:I:卑弥呼の名前を思い出される

た,も 多いと思います|〕 卑弥‖
]らの治めた牙|;馬台国がとこにあったのかは、古代史永遠のテー

マかもこれませんが、こうした、地域を越えた広い範囲の集落のつながりが日本列島に生

まオじるのが弥生時イt‐ c~‐ケ̀
)

そ t´ て、再びltF」 山県南部です_

弥生l、テ代の後ヽ4、 llti暦 でいえll・ HI比紀ごろ、岡山県内には、倉敷市の楯築 (た てつき)

遠跡や F:備町の黒宮大塚 (く ろみやおおつか)遺跡、総社 iirの TIIIJ(み ややま)遺跡など、

特定の人を葬った人きな墓が作′)れ ます()こ のことは、この地域で指導的な役割を1果 たし

た首1ミ (リ ーダー)の権威が、これまでになく強大なものとなったことを示 していますぃ

ひとびとの間で、利害の衝突があれば、それは社会の混占しの原 1/1tlと もなります()こ の混

舌Lを まとめるためには指導者であて,、 部族の首長 (リ ーダー)に大きな権限が与えられた

と考えられます
`,

小さな71い が、しだいにkき な社会の問題に、小地域での対立が、さらに広い地域での

構想に発展 してゆくと、ますます大きな権威のノリによって解決せぎるを得なくなります
`,

占墳時代ヘグ)社会の変化はこの動きの中から現れてきますぃ

今日は、 ilド 備の占墳時代前夜の首長の墓を見学するわけです〈政治・社会的に大きな変

単:の 時を造跡から感 じていただけね′は幸いです
`)

参考文献 ・高橋護  1岡山の歴史 1 瀬戸内海の夜明け 1 山陽新聞社 1988

゛



7金子 5号墳

8砂子山 1号墳

9砂子山 3号墳

10砂子山 4号墳

11天狗山古墳

12竜王塚古墳

13二万大塚古墳

14金子石塔塚古墳

15長砂吉な

16箭田大塚古墳

17墓地買地券出土地

18八 高廃寺彎

19箭田廃寺跡 (吉購寺)

20岡 田金剛寺廃寺跡

21秦廃守跡

小田川下流域と新本川流域のおもな遺跡
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|:今 plの キーワー ド ～弥生墳 [lttiと 特殊器台・特殊壷～

今 |1何度 1、
l「・1,る 言葉と t´ て、 1培 丘墓 |と 「特殊器台・特殊壷 |が あります.

そごご、まずこれらの言葉の説りlか ら(,

これらは、弥生時代後期の占備を代表する考[lf資 料の‐つであると同時に、前方後円墳

の成 1,を 考え_る うえで、特に畿内とごf備 との関係を考えるうえで、欠くことのできないも

のなのです、)                      _

まず、 1墳 丘墓 |で す(,

文字どおりの意味としては、 盛り上をもつ大きなお菓 |と 考えてくだ 1・ いぃところが、

盛り 11を 持つ墓の典型的なものこそが 1占墳 lで す(,前方後円墳に代表されを古墳は、盛

`:ヒ
を持った1大 きな墓そのものですご

号占学の学問としての歴史、または、歴 lこ のとえ方そのものの中に、盛り上を持つ「高

塚 |の 決を 11ヽ
`墳

:と 呼び、特定の個人 (首長)の墓と考えてきました′,そ して、
「

天皇

卜を,11与
.|に代表される占墳のIナi究 を通 して、占代国家の成立を検討 してきたのです(,

とこンちが、近年、lll 11す る11器の編年からは|げ]ら かに弥 た́時イヽのものとみられる墓
‐
C

盛り 11を |キ つものが兇つかってきました..む しろ、現在では、弥4L時代の首長の墓や特定

の家族・集川墓の中には、盛り 11を持つものが 般的な形であったとも考えられています.,

となると、 1 llf墳 | とそうした弥′lil寺イtの i盛 り 11を 1寺つ:墓 |の lκ号」がつかなくなってし

まいます

けオこと t,、 弥′li時 代グ)そ うした盛り 11の ある
'11を

細かく検:1‐ し́てみると、 I Fi・墳 |と は

|り 11,か にい:な る点が認められました それが、地域色です.弥ノ11時代の盛り上のある「:長 に

は各地域できまさまな形態がみ F)れ 、前メ∫後門墳にあるような統 ・的な規格 (古墳の形・

埴輪なとυ)外部施設・副ηF醒Iの trヽントなど)が ありません ,ま た、ノくきさの点でも、弥生

||キ ftの それと、初期のili境 との出1に は差があります(、

これらのことから、弥生時代に炉:す る盛りtを持つ墓、中でも比較的大型で、後の「占

墳 1と のむすびつきが注目されそlも,の について、「墳 li墓 1と 呼んでいるのです。そして、

占備の地域は全国的にもこの 1墳 Ii:墓 |が集中している地域でもあります。

次に 1特殊器台・特殊壼_1で す。この上器は、占備の弥生時代の墓に大量に備えられて

いる大型の上器で、通常の器台や壷に比べてきわだった特徴を持っています〈)そ して、こ

の 11器 がルーツとなって、古墳時代のIII筒力貞輪が生まれることがわかっています。

まず特殊器台ですが、器台と呼ぶ 11器 を載せる普通のものに比べて、上器の日の部分、

胴の部分、脚の部分がそれぞれに強調されています。そして、胴の部分には、横線文・綾

杉文・鋸歯文・弧線文など独特の文様が描かれています。

特殊壷は、日の部分が直立気味に強調され、胴の部分 も張り出しが強 く、タガ状の突帯

がめぐらされている特徴があります。

そして、特殊器台・特殊壷とも,に 、使われている上が吉備南部のものに限定されている

そうです。

古備の墳丘墓では、ほぼ例外なくこれら特殊器台・牛キ殊壷が出上していますから、この

地域では同質の葬送儀礼が推定されていますてぅ

メ
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()特殊器台の編年

特に、特殊井ノ、'1ィ 、ヽては型式
/.ヽ

次のよ りにその編年 (前後関係)が

平饗呵
→

1中今尋響1-
まず、立坂型です t)

とから、その形態と文様の変化から、

「づ砕1

これは、総社市の立坂遺跡 l‖ :11の ものを代表とする型式です1,

長い筒状の胴部に波状あるいは逆 S字状の複数の弧線帯を繰り返 しフ、ものを 1単位とす

る曲線の文様と、綾杉文や鋸歯文などの直線の文様とが、横線文帯によっ ~区
画されてい

るタイプです。

横線文帯のかわりにタガ状の突帯や、直線文のみで飾 られるものもあるなど、この段階

で ま形態的にはまだいささかバラツキがあるようです。

特殊器台の中では、占いタイプのもので、立坂遺跡のほかに、倉敷市の楯築遺跡・)真備

町の丼1官大塚遺跡などで出上しており、小田川流域の平野と足守川流域の平野に濃密 な分

布が認 (ゝ られます()

次に、向本見型です(〕

これは、倉敷市の向本見遺跡出上のものを代表とする型式です()

[1径・高さに対してやや太めの胴部を持ち、弧線文帯は横 S tr状 の組み合わせになりま

す.特殊器台のほとんどはこのタイプに属 していて、文様には細部にいくつかの違いが認

められます.

備中地域では引き続き多くの遺跡が認められますが、備前・美作地域においても遺跡数

が著しく増加 し、その分布数の最も多いのは、足守川流域の平野になります。また、備後

.IL西部にも分布が広がり、二次市の矢谷遺跡の特殊器台が有名です(,

そして、宮山型です()

これは、総社市の官山遺跡計1上のものを代表とする型式です。

向本見型よりも若千細身で、日の部分や脚の部分の簡略化と無文化が進みます。弧線文

帯がよリー層幅広 くなっており、装飾はこの部分に強調されているようです。

宮山遺跡・矢藤治山占墳以外では、吉備の地域では出土例がありません。ところが、一

|な 、大和の地域では奈良県天理市の中山大塚占墳や、西殿塚古墳、桜井市の箸墓古墳など

で出■が判明 t´ ていることから、こ.の型式の時代に前方後円墳が成立 したと考えられてい

ます。

最後に、都月型です()

これは、岡山市の都月坂 1号墳出上のものを代表とする型式です。

この11式 のものは一般に特殊埴輪・特殊器台型llli輪 と呼ばれていて、横 S字状の弧線文

帯はさらに分解 して、脚部は筒状のままですィi

この型式はもはや特殊器台ではないと考えられていて、現に都月坂 1号墳のほか、浦間

茶自由占境をはじめ、初期の前方後円墳において出土例かみられます。

参考文献 。曲憲1・柳酬彦 1弥生時代」『nl山 県の考古学』 吉川弘文館 1987

・宇垣匡雅「特殊器台・特殊盛 |『吉備の考絆側究(卜  II陽新聞社 1992
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それでは、今回のコースについてその概略を説明します。

II:と して ,コ ,学 ‐ 3遍のは

い
｀
黒宮大塚遺跡 (真備町)       .

②宮山遺跡 (総社市)

③楯築遺跡 (倉敷市)

④尾 L車山占墳 (岡山市)

です→黒宮大塚遺跡と楯築遺跡が弥生時代後期後半、宮山遺跡が弥生L:代最終末、尾 L車

山占墳が占墳時代前期のものです。

このほかに、近くを通るものとし′て、立坂遺跡や鯉食神社遺跡などがありヽす。

()黒宮太塚遺跡 (真備町尾崎 )

'977年 の調査で、立坂■1の特殊器台をもつ北向きの全長60メ ー トルの「前方後卜1墳 1と

報(1さ れた遺跡です()

と、ろが、後方部とされた 費230× 20メ ー トル、高さ4メ ー トルの長方形の部分 (育丘

部)の´
.し

側斜面には、ダ17i状 の礫群が痕跡的に「前方部主軸_1に 直交するように認められ、

さらに北寄りにはU字状のくぼみが東西に走ることから、それぞれに独立 した2個の方形

の墳丘墓ではないか、とも考えら,れ ています。

南庄部の頂 Lで 、中心から北によった位置で、多量のお供え用の上器を伴った埋葬部が

l基確認されています(,長 さは22メ ー トル、幅0.9メ ー トルの竪穴式の石室です。

この石室は、位置的に考えて中心的な埋葬ではないと考えられています。

立坂型の特殊器台は、墳 111の 裾部で出上 しています(,

また、北丘部でも少なくとも4基の基が確認されていますて,

・ 11坂遺跡 (総社市新本 )

1971年 と72年 に調査の行われ′た遥i跡 で、立坂型の特殊器台の名称のもととなっている遺

跡です←

遣跡の |́ヒ側と南慣1が破壊されているために、全体の大きさや形は不明ですが、東西径約

17メ ートルのものです(ぅ 少なくとも10の 埋葬施設が確認されていて、家族の集団墓地とし

て利用されたことが推測されています3

特殊器

`,・

特殊壷は境丘上で、普通の器台や壷などとともに出土 しています。

・伊与部山遺跡 (総社市 ド原 )

1966年 に調査の行われた遺跡で、総社市と真備町にまたがる伊与部山の山頂付近に築か

れた墳庄墓です()

東西約 6メ ートル、南北約 8メ ー トルの区画の中に、石室が2基築かれていました。遺

跡の東側と南側には石列が残されンていてヽその外側にも小規模の石組みの埋葬施設が7基

確認されています。この遺跡も立坂遺跡と同様に、中心の埋葬施設に葬 られた人を盟主と

する集 LNll墓 と考えられます()

特殊器台・特殊壷は、向木見型のものが墳丘_jlで 見つかっています。

∂
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()宮 山遺跡 (総社市三輪 )

総社市街の南押〈 f■″九端部に位置する遺跡で、前方部状の突出部をもつ全長約40メ

ー トルイ́墳11墓 1基 と、その西側に伸びる L=l竿 を中心に素堀りの墓や箱式石棺などが30

数:1■確認されています。

前方部状の突出部をもつ墳丘募:は 、前方部の先端部の様子′:ヾ 不明ですが、円丘部の中央

には主軸に1自交する形で2.7× 1,0メ ー トルの竪穴式石室が築かれ
「

いました。この石室か

らの出t遺物には、ノ鍛 12、 鉄鏃 3、 鋼鏃 1、 ガラス小11、 中国鏡 fが あります。

また、円「l部分を取 り囲むように、その裾部には、1可礫を敷いた部分力峙状にめぐって

います.お もにこの部分から特殊器台・特殊壺が出上したと言われていて、占山型の名称

′|ヾ つけられています。

この遺跡のほかにも、宮山の ‐
1静 には特殊器台・特殊壷を出■している遣跡が c・ りヽ、ま

た、特殊器台などはもたないものの、墳丘墓と見られる遺跡や初期の古墳が認めら πるこ

とか
｀ヽ
、注目される場所でもあります。

・鋳物師谷遺跡 (清音村 )

1965年に、 11取 りに伴 う緊急朝1査が行われたもので、2基の墳丘墓が確認されています(ぅ

l号は、径20メ ー トルの方または|■ 形の墓で、2基の竪穴式石室が確認されていて、中

国製の鏡やI類が出上しています.2号のほうは、さらに尾根続きの上側にあつて、長方

形の墳丘があったと推測されています.少なくとも3基の竪穴式石室と10数基の埋葬施設

があったと見られています「:

出上した2号遺跡の特殊器台は、立坂型です。

()楯築遺跡 (倉敷市矢部 )

矢部 llLi山 のli陵 の最高所に築かれている遺跡です「J976年から89年 まで、7回の発掘調

査が行われ、1自径43メ ー トル・高さ4～ 5メ ー トルの円fiを 中心に、南北に方形の突出部

をもつ (突 出部を含めると南北長約80メ ー トル)、 双方中円形の墳丘墓であることがわか

りました()墳頂部には 5イ回の巨大な、ア石が環状に連なり、斜面部にもめぐらされています。

埋葬施設は2基確認されていて、そのうちの中央のものは、墳頂部の立石に区画された

場所になっています。リト水溝を備ス_た 木椰施設をもち、朱を大量に用いた木棺が見つかっ

ています.用 いられていた朱は30キ ロを超え、通常の遺跡で見つかるものとはケタはずれ

に多い量です。

木棺の中からは、鉄剣 1、 数百のガラス玉と、細身の管玉、メノウ・ ヒスイ・碧玉など

の王類が出 11し ているほかに、棺の Lか らは特殊器台をはじめとする多量のお供え用の上

器、:玉類 弧゙帯イi(い わゆる亀石)が出上しています (、

特殊器台は、立坂■1の ものです(,

この追跡は、規模・形態、外部施設・棺の構造・副葬品などの点で、ほかの同時期の墳

ll墓をはるかにしのぐもので、おそらく、各地区でそれぞれに首長墓を築いていた集団を

さらに広範囲に統括する 1大 首長 1の墓ではないかと考えられています。

′0
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・鯉喰神社遣跡 (倉敷市 )

楯築遺跡の北西約700/ トルに位置する遣跡です。

現在鯉
r´

(f甲社が建てられていますが、I:.陵 の先端部の尾根上に築かれた長方形の墳丘墓

で 推定の復元値で東西約40メ ー トル、南北約32メ ー トルです()

大正時代の拝殿の改築のときに、南北に長い竪穴式石室7J?基 並んで認められたと伝え

られます`墳 llの 表鮨iで特殊器イ)・ 特殊|た (向木見型)が採集さtて います。

()尾 L車山占墳 (岡 山市東花尻 。だ:[1)

古備津神社の祭られている占備中山の南束の11陵の先端部に位置する古式つ占墳で、築

篭́当時は、山裾にまで海が入り込んでいたと推測されている場所です。

発掘調査は行われていませスンが、古墳の主軸はほほ=束西を示し、全長約134メ ‐ トル、

後|1部の径は約80メ ー トルです(,

前 年部の頂は一見したところバチ型に開く占いタイプを見せているだけでなく、全体と

して3段築成の様子を(kく ととソ,て います
`,

後円部の中央には、主軸に直伎:す る形で厚い粘度に覆われた竪穴式石室の存在が予淑1ヽ

れているだけでなく、占式の壷41埴輪 も伴 うなど、確実に吉備の最占の占墳のグループの

‐つに含まれる占墳ですt,

・矢藤治山遺跡 (岡 山市東花尻・匹i花尻 )

尾 L車山古墳のllli方 に、南向きに築かれた遺跡ですて、以前は、前方後円墳と見られてい

ましたが、1985年 に地元の郷 11史 家の方が特殊器台を発見したことから、1990年から92年

に発掘調査が行われ、円11部 に突出部をもつ全長約37メ ー トルの墳丘墓であることがわか

りました,,

円」i部は径約24メ ー トルで、盛り上により作られていました。ほぼ中:央部に、長さ2.7

メー トル、幅1.0メ ー トルの竪穴式石室が築造されていて、中国鏡 1、 勾玉、ガラス小玉、

小型鉄斧 1が出上しています
`:

突出部の中央付近には、主軸に直交する形で箱型木棺の埋葬も1基見つかっています。

出土している特殊器台は宮山型です。

参考文献 ・間壁諺・間壁庸「 「日本の占代遺跡 23 岡山J 学生社   1985
。藤購可瑚 膨「弥生時イtl『 岡山県の考占学』 古川弘文館 1987

・葛原 克メ、 1占墳時代」       同    上

。近藤義郎 「弥生墳丘墓 |『吉備の考辞酬究(上 )』  山陽新聞社 1992

・ 同  『伊与部山墳墓群』  総社市文化振興財団 1996

・ 同  『新本立坂』     総社市文化振興財団 1996
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C)ま とめにかえて

今口|の ルー トは、いわゆる「吉備路 1をめぐるものですが、いわば「吉備の国」の"前

史"を き、るルー トでした。

イのいずれもが墳墓として用いられた遺跡でしたか、ここで整理 してみましょう。

まず、弥生時代の後期の墓は、「]常的な生活の場としてに集落からかけ離れて、集落を

見「 ろすような丘陵 }1が選ばれています。

そして、円形ないし方形に区画された墓には、前方部状の突出部をヽつものも現れます。

区画の中にlll葬 される状態も、

(1)中 心的な埋葬部を認めがたい多人数埋葬のもの、から

②多人数埋葬ではあるが、中心的な埋葬ができかかっているもの、

(め 中心的な埋葬が明瞭となるもの、

が11れ ます。

まし、特殊器台や特殊壷と呼ばれる特徴的な「 お供え用」の上器が伴うことが多く、岡

山県の南部を中心として一定の共通の内容をもつ葬送儀礼が確立していたことが推測され

ます(,葬送儀礼の共通性は、あたかも共通の先祖をいただくかのごとき、擬制的な同族 :胃

係の存在を推測でき、こうした同族関係を媒介とする政治的な結合が進んで行 く過程を、

遺跡から見ることも可能です()

まず、立坂41の特殊器台の段階では、楯築・雲山鳥打 l号・鋳物師谷 2号・立坂・黒宮

(備 中南部)の ほかには、墳丘のない集団墓地からの出土 (備 中南部 1、 美作南部 1)な

どがある程度 (そ のほか、出■状況I不明のものが備後南部で 1)で、出土遺跡の分布も備

中Hl‐ 部に集中しています。このことから、特殊器台などを用いて首長の葬送儀礼をおこな

う墳」11墓 が楯築遺跡を中心に成立 tン たことがうかがえます。

次の向木見11の段階では、出■する道跡数は備中南部で10以 上、備前 7、 美作 7、 備中

北部 5、 備後北部 2と なり、この葬送儀礼が古備の全域に広がったことを示 しています。

ところが、次の官山型になると、吉備での出土はほとんどなくなり (宮山・矢藤治山)、

かわ・)て 大和の地域の大規模首長墳に現れているのです。

占墳の成立において、この葬送儀礼の要素の一部である特殊器台などが取 り入れられて

いることには、特に注意を打、う必要があります(,も ちろん、古墳の祭式の中には、割竹型

木柑のように占備に出自の求められないものや、板状石材を用いる石室構造には四国東部

の影響を考えることもできます。ともあれ、占境の成立において、吉備の葬送儀礼、吉備

の政治勢力が 一定の役割を果たしたことは確実に言えるのではないでしょうか。

ただし、 1ギ備の墳丘墓に見られ′る ・定の共通性は、あくまでも吉備の領域を中心とする

ものであり、前1/」i後 円墳が見せるような全国的な統一性とはそのレベルを異にするもので

あるといえますで,

・藤購司・↓噸膨「弥生時代」『岡山県の考古学』 吉川弘文館 1987

・近藤義郎 「弥生墳丘墓 |∫
'吉
備の考辞的研究(1)』  山陽新聞社 1992

・宇垣瞳:雅 i特殊器台・特殊壺J   同    上

参考文献
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